
　

11
月
５
日
、
日
本
共
産
党
船
橋
市
議
団

は
市
の
「
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
に
つ

　

船
橋
市
が
す
す
め
る
「
行
財
政
改

革
推
進
プ
ラ
ン
」
で
提
案
さ
れ
て
い

い
て
の
見
解
を
声
明
に
ま
と
め
、
松
戸
市

長
に
提
出
し
ま
し
た
。
市
側
は
山
崎
健
二

副
市
長
が
応
対
し
ま
し

た
。

　

内
容
は
「
『
行
財
政

改
革
推
進
プ
ラ
ン
』
は

中
止
し
、
自
治
体
の
第

一
の
役
割
で
あ
る
住
民

福
祉
の
増
進
と
い
う
立

場
に
立
っ
た
市
政
運
営

を
求
め
ま
す
」
と
い
う

も
の
で
す
。

　

市
民
へ
の
十
分
な
周

知
が
な
い
ま
ま
公
共
料

金
の
値
上
げ
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
削
減
・
後

退
、
町
会
・
自
治
会
活

動
支
援
の
後
退
、
公
共

12
月
議
会
に
提
案
さ
れ
る

公
共
施
設
利
用
料
等
の
値
上
げ

12
月
議
会
に
提
案
さ
れ
る

公
共
施
設
利
用
料
等
の
値
上
げ

12
月
議
会
に
提
案
さ
れ
る

公
共
施
設
利
用
料
等
の
値
上
げ

る
公
共
施
設
の
値
上
げ
と
、
運
動
公

園
・
法
典
公
園
の
駐
車
場
の
有
料
化
・

指
定
管
理
制
度
の
導
入
・
下
水
道
料

金
の
値
上
げ
が
、
12
月
議
会
の
議
案

と
し
て
提
案
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
（
表
参
照
）
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
11
月
13
日
以

降
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

る
議
案
説
明
会
で
公
表
さ
れ

ま
す
。
船
橋
市
は
、
こ
の
値

上
げ
を
「
使
用
料
・
利
用
料

の
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を

図
る
」
な
ど
と
説
明
し
、
公

共
施
設
を
利
用
す
る
市
民

が
、
ま
る
で
「
特
別
な
利
益
」

を
受
け
て
い
る
か
の
よ
う
に

扱
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
公
共
施
設
の
建

設
費
も
、
維
持
管
理
費
も
、

人
件
費
も
、
市
民
の
税
金
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
公
共
施
設
の
利
用

は
、
「
特
別
な
利
益
」
を
得

る
こ
と
で
は
な
く
、
市
民
の

施
設
の
民
営
化
を
押
し
付
け
る
行
革
を
厳

し
く
批
判
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
声
明
は
、
全
国
８
１
４
市
中
80

位
、
中
核
市
58
市
中
７
位
の
財
政
力
が
あ

り
な
が
ら
、
赤
字
を
装
う
財
政
推
計
を
振

り
か
ざ
し
、
市
民
を
ミ
ス
リ
ー
ド
す
る
船

橋
市
の
姿
勢
に
つ
い
て
も
問
題
で
あ
る
と

指
摘
し
、
浪
費
型
の
公
共
事
業
を
改
め
、

豊
か
な
財
政
力
を
活
か
し
て
福
祉
を
充
実

さ
せ
、
市
民
が
安
心
し
て
生
き
生
き
と
学

び
暮
ら
せ
る
豊
か
な
船
橋
市
を
め
ざ
す
こ

と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
団
か
ら
は
、
そ
の
場
で
山
崎
副
市

長
に
対
し
、
公
民
館
の
使
用
料
値
上
げ
に

つ
い
て
、
「
年
金
暮
ら
し
の
人
々
が
公
民

館
で
豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。
そ

の
時
間
を
奪
う
も
の
だ
」
と
指
摘
し
、「
プ

ラ
ン
自
体
を
中
止
す
べ
き
だ
と
声
明
に
ま

と
め
た
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
や
学
び
の
権
利

を
奪
う
行
革
は
撤
回
せ
よ
と
、
ご
一
緒
に

声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲写真左から金沢和子・神子そよ子・岩井友子・坂井洋介・松崎さち

　各市議。右が山崎健二副市長＝１１月５日、市役所

権
利
で
す
。

　

市
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
公
共

施
設
を
利
用
し
て
利
益
を
上
げ
た
り
、

民
間
事
業
者
に
維
持
管
理
を
丸
投
げ

す
る
よ
う
な
や
り
方
は
、
本
来
の

「
行
財
政
改
革
」
と
は
無
縁
の
も
の
で

す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
こ
う
し
た
市
の

「
行
財
政
改
革
」
を
止
め
る
た
め
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　台風や豪雨時に土砂災害警戒情報を伝える

「防災行政無線」の音が、聞こえなかったとの

声が寄せられました。

　船橋市では、放送内容を自動音声で聞くこと

ができる「電話応答サービス」を行っています。

ぜひ、ご活用ください。

０１２０ー２７８４ー６１

防災無線が聞こえないときは
電話応答サービスで

防災無線が聞こえないときは
電話応答サービスで

防災無線が聞こえないときは
電話応答サービスで

条例名 施行日
市民センター条例 (三山市民センター ) 令和 2年 4月 1日　
霊園条例 (馬込霊園、習志野霊園 ) 令和 3年 4月 1日
霊堂条例 (馬込霊堂、習志野霊堂 ) 令和 3年 4月 1日
勤労市民センター条例 令和 3年 4月 1日
都市公園条例 ( 運動公園、高根木戸近隣公園、
北習志野近隣公園、若松公園、法典公園、ふな
ばし三番瀬海浜公園 )

令和 2年 7月 1日及び
令和 3年 1月 1日

プラネタリウム館条例 令和 2年 4月 1日
公民館条例 令和 2年 8月 1日
視聴覚センター条例 令和 2年 4月 1日
市民ギャラリー条例 令和 3年 4月 1日
茶華道センター条例 令和 3年 4月 1日
少年自然の家条例 令和 2年 4月 1日
青少年会館条例 令和 2年 7月 1日
総合体育館条例 令和 3年 4月 1日
武道センター条例 令和 3年 4月 1日
運動広場条例
(行田運動広場、高瀬下水処理場上部運動広場 ) 令和 2年 7月 1日

市立学校運動場夜間照明灯の使用に関する条例
(宮本中、葛飾中、法田中、高根中、八木が谷中、
二宮中、三田中、坪井中、大穴中、小室中 )

令和 2年 7月 1日

文化芸術ホール条例
(市民文化ホール、きららホール ) 令和 3年 4月 1日

下水道条例 令和 2年 7月 1日及び
令和 2年 1月 1日

使用料値上げ等の改正案が提案される条例と施行日
2019年11月11日 No.965

ミニにゅうす　2019年11月11日 ◆消費税は５％に◆消費税は５％に！ １日も早い被災地の復興 １日も早い被災地の復興を！No.965（２）

日本共産党船橋市議団 メール nk-fsd@guitar.ocn.ne.jp検　索
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市議団控室
 047-436-3030  FAX 047-420-7201
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422-5278金 沢 和 子 432-9317松 崎 さ ち
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